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1.目的

七ヶ浜町が管理する町道は、３８５路線で総延長約９９ｋｍあり、その多
くの道路が整備後数十年を経過していることから、今後、ますます道路
舗装の老朽化が進行するとともに、財政負担の増加が懸念されます。

舗装の損傷を把握するため、調査車両等による路面の状況調査（路面
性状調査）を行い、その結果を基に平成１９年度に策定されていた「道路
整備中期計画」を更新します。現在の路面の状況に応じた修繕計画を策
定することで、安全で円滑な通行を確保するとともに、限られた財源の中
で効果的かつ効率的な修繕を図るため、費用の平準化を踏まえた平成
２９年から平成３８年までの「七ヶ浜町舗装修繕計画」を策定します。
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2. 舗装劣化の状況

舗装の現状把握は、「総点検実施要領（案）【舗装編】〔国土交通省
道路局]」に準拠し、 調査車両等による路面状態の基礎的な把握、局所
的な損傷状況の把握及び調査結果の記録について実施しました。

対象路線は、七ヶ浜町が管理する町道のうち、東日本大震災により被
災し、復旧・復興事業に係る路線を除く８１．７ｋｍを対象として実施し、こ
の調査により、損傷の多い区間（ひび割れ率２０％以上またはわだち掘
れ量４０ｍｍ以上の区間）が約１９％（１５．８ｋｍ程度）存在していること
がわかりました。

また、七ヶ浜町の舗装劣化は、ひび割れが原因として進行していること
がわかりました。
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3.舗装修繕計画の方針

3-1. 継続的な管理サイクルの確立

七ヶ浜町管理の延長９９ｋｍの町道のうち、主要な道路について計画・
修繕・調査・改善を定期に実施し、管理サイクルを定着させます。

3-2. 効果的かつ効率的な舗装修繕の実現

路線特性や機能性・安全性を考慮させながら総合的に修繕の優先順
位を決定し、計画的に道路舗装修繕を図ります。

3-3. 継続的な観察の実施

月に一度の道路パトロールの実施により、舗装の劣化状況の観察、破
損箇所の早期発見に努めます。

3-4. 計画の見直し

今回調査した路線を中心に継続的に調査を実施し、七ヶ浜町の舗装
劣化進行度を把握して計画の見直しを実施します。
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4.舗装修繕の優先順位

4-1. 路面の評価項目

評価項目には、ひび割れ率、わだち掘れ量、平坦性の総合的な指標
であるＭＣＩが挙げられるが、七ヶ浜町ではひび割れによる破損が顕著
であること、わだち掘れ量及び平坦性が少ない場合、ひび割れ率とＭＣＩ
はほぼ同様な評価になることから、ひび割れ率を評価項目として用いま
す。

4-2. 舗装補修個所の選定

補修の優先順位を選定するにあたっては１級路線、２級路線等の主要
幹線を対象路線とします。

4-3. 優先順位の検討

優先順位は、補修対象区間のひび割れ率が高い順とし、補修対象区
間は、評価単位２０ｍでひび割れ率２０％以上が１００ｍ以上連続してい
る区間を選定します。

4-4. 優先順位の決定

検討対象とした１９路線２２区間（表‐１）のうち、ひび割れ率２０％以上
が１００ｍ以上連続している区間は１７区間３，０４０ｍ（表-２）となりまし
た。ひび割れ率が高いほど早急な補修が必要なため、表-２を平均ひび
割れ率の高い順（表-３）で整理し、優先順位とします。



表-１ 補修対象区間（対象路線：１級路線、２級路線等の主要幹線）



表-２ 補修対象区間（ひび割れ率２０％以上が１００ｍ以上連続している区間）



表-３ 補修対象区間（平均ひび割れ率の高い順）



5.修繕計画の立案

5-1. 長期１０ヶ年修繕計画の立案［平成２９年度～平成３８年度］

舗装補修に関する各路線別の事業費は表-４となり、近接する補修対

象路線を合わせ、事業費の平準化のため整理し、各年度における事業
費は表-５とします。

5-2. 修繕計画による効果

調査及び評価に基づいて計画することにより修繕対象区間が明確化し、
道路を計画的に維持管理することにより、車両交通の安全が図られます。

5-3 今後の運用

今後は、道路パトロール等による道路情報の蓄積や、今回作成した計
画に基づく補修工事情報（舗装年度、舗装範囲、舗装工法、舗装構成
等）の蓄積を行い、路面の劣化傾向等の把握ができるようにし、本計画
を運営しながら、管理サイクルの中で、より精度の上げた修繕計画へと
発展させていきます。

表-４ 路線別事業費



表-５ 年度別事業費
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